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概
要

　
こ
と
ほ
ぎ
と
は
、
言
葉
で
祝
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
言
葉
に
は
現
実
を
あ
や
つ
る
力
が
あ
る
と
い
う
「
言
霊
（
こ

と
だ
ま
）」
思
想
が
古
来
か
ら
あ
り
、
そ
こ
か
ら
和
歌
や
物
語
が
生
ま
れ
、
日
本
文
化
を
彩
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
言

葉
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
モ
ノ
が
、
絵
画
化
、
意
匠
化
さ
れ
、
多
く
の
美
術
工
芸
品
と
し
て
今
に
伝
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
よ
ろ
こ
び
を
言
葉
に
の
せ
て
た
た
え
る
こ
と
、
こ
れ
は
、
私
た
ち
の
人
生
の
節
目
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

新
年
を
祝
い
、
結
婚
を
祝
い
、
長
寿
を
祝
う
。
こ
れ
ら
は
、
儀
式
と
な
っ
て
様
々
な
工
芸
品
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　
祈
り
も
ま
た
、こ
と
ほ
ぎ
の
聖
性
を
象
徴
す
る
行
為
で
す
。
神
や
仏
に
さ
さ
げ
る
祈
り
は
、宗
教
芸
術
と
し
て
結
実
し
、

寺
社
空
間
を
荘
厳
し
て
き
ま
し
た
。

　
新
た
な
天
皇
の
御
代
を
こ
と
ほ
ぐ
こ
の
年
、相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
で
は
皇
室
ゆ
か
り
の
宝
物
を
と
り
ま
ぜ
、相
国
寺
、

金
閣
、
銀
閣
の
名
品
で
祝
い
の
展
示
を
い
た
し
ま
す
。

皇
室
ゆ
か
り
の
品
が
ず
ら
り

　
京
都
御
所
の
北
に
位
置
す
る
相
国
寺
。
塔
頭
の
慈
照
院
が
桂
宮
家
の
菩
提
所
で
あ
る
な
ど
、
皇
室
と
の
縁
は
深
く
、

寺
宝
か
ら
も
そ
の
関
係
が
し
の
ば
れ
ま
す
。
新
た
な
天
皇
の
即
位
を
祝
い
、
江
戸
時
代
の
後
水
尾
天
皇
の
宸
翰
と
伝

え
ら
れ
る
書
や
、
桃
園
天
皇
の
皇
后
、
恭
禮
門
院
の
御
所
を
移
築
し
た
開
山
堂
の
襖
絵
（
円
山
応
挙
・
応
瑞
筆
）
な
ど
、

皇
室
ゆ
か
り
の
名
宝
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

初
公
開
の
伝
来
の
名
宝

　
江
戸
時
代
の
相
国
寺
の
宝
物
目
録
で
は
、
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
、
後
小
松
天
皇
宸
翰
叢
林
秘
事
。
後
小
松
天

皇
（
一
三
七
七
〜
一
四
三
三
）
は
相
国
寺
が
創
建
さ
れ
た
時
に
在
位
し
て
い
た
天
皇
で
あ
り
、
そ
の
縁
の
品
を
有
し

て
い
る
こ
と
は
、
相
国
寺
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
で
し
た
。
こ
の
叢
林
秘
事
は
美
術
館
で
こ
れ
ま
で
展
示
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
写
本
を
含
め
、
関
連
の
資
料
を
一
挙
公
開
い
た

し
ま
す
。

　
ま
た
、
輪
郭
線
が
法
華
経
の
経
文
の
文
字
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
、
文
字
絵
の
大
作
、
加
藤
信
清
（
一
七
三
四

〜
一
八
一
〇
）
の
「
法
華
経
観
音
像
」
も
美
術
館
で
は
初
公
開
で
す
。

見
ど
こ
ろ

見
ど
こ
ろ
１

見
ど
こ
ろ
２

１
足
利
義
政
　
百
首
和
歌
　
一
巻

　
室
町
時
代
　
慈
照
寺
蔵
（
部
分
）

　

寄
国
祝

　

道
し
あ
れ
は　

君
に
し
た
か
ふ　

秋
津
す
の

　
　
　

国
の
外
ま
で　

な
ひ
く
御
代
か
な

１



　

遠
い
異
国
や
古
き
貴
族
の
物
語
な
ど
、
文
字
で
残
さ
れ
た
情
景
を
我
々

は
絵
画
と
し
て
視
覚
化
し
、
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

　

言
葉
か
ら
生
ま
れ
た
雅
な
世
界
を
皇
室
ゆ
か
り
の
品
、
そ
し
て
皇
族
を

主
役
と
し
た
物
語
で
綴
り
ま
す
。

4

3

2

一
章
　
言
の
葉
を
描
く

源
氏
物
語
図
屏
風

　
　

狩
野
常
信
筆

　
　
　

六
曲
一
双

　
　
　

江
戸
時
代

　
　
　

相
国
寺
蔵

　
　
　
　
（
右
隻
）２

堂
宇
の
中
心
に
坐
る
白
髯
を
た

く
わ
え
た
人
物
が
郭
子
儀
（
六

九
七
〜
七
八
一
）。
中
国
・
唐

時
代
の
名
将
で
玄
宗
皇
帝
以
後

四
代
の
皇
帝
に
仕
え
治
世
を
支

え
た
。
子
供
は
八
子
七
婿
皆
栄

え
、
数
え
切
れ
ぬ
ほ
ど
の
孫
に

恵
ま
れ
た
。
本
屏
風
は
天
明
八

年
（
一
七
八
八
）、
公
遵
法
親

王
（
こ
う
じ
ゅ
ん
一
七
二
二
〜

一
七
八
八
）
の
命
に
よ
り
相
国

寺
に
も
た
ら
さ
れ
た
。

手
箱
と
は
、
手
ま
わ
り
の
化
粧
道
具
な
ど

を
入
れ
て
お
く
小
型
の
箱
。
蓋
表
は
『
源

氏
物
語
』
に
取
材
し
た
図
柄
で
、
夏
に
夕

顔
の
花
が
咲
く
桧
垣
の
も
と
で
桐
壷
帝
の

皇
子
、
光
源
氏
と
夕
顔
と
の
恋
が
始
ま
る

場
面
。人
物
が
描
か
れ
な
い
留
守
模
様
で
、

牛
車
に
光
源
氏
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
陶
工
、
尾
形
乾

山（
一
六
六
三
〜
一
七
四
三
）

の
鉢
。
流
水
と
紅
葉
の
取
り

合
わ
せ
は
、
紅
葉
の
名
所
で

歌
枕
と
し
て
名
高
い
龍
田
川

を
示
す
。
王
朝
文
化
を
意
匠

化
し
た
、
大
胆
な
作
品
。

約
千
年
前
、
平
安
時
代
の
紫
式
部

に
よ
っ
て
紡
が
れ
た
長
編
小
説『
源

氏
物
語
』
を
江
戸
時
代
の
狩
野
常

信
（
一
六
三
六
〜
一
七
一
三
）
が

絵
画
化
し
た
も
の
。
描
か
れ
て
い

る
の
は
二
十
三
帖
「
初
音
」
に
お

け
る
新
年
を
迎
え
た
光
源
氏
の
屋

敷
で
の
一
場
面
。
屋
外
で
は
長
寿

を
願
い
、
若
松
を
引
く
童
女
が
描

か
れ
て
い
る
。

郭
子
儀
兒
孫
遊
嬉
図
屏
風

　
　
　
　
　
　

六
曲
一
双

　
　
　
　
　
　

江
戸
時
代

　
　
　
　
　
　

相
国
寺
蔵

源
氏
夕
顔
蒔
絵
手
箱　

重
要
文
化
財　

　
　

一
合　

室
町
時
代　

相
国
寺
蔵　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

Ⅰ
期
展
示

色
絵
龍
田
川
透
か
し
鉢　

尾
形
乾
山
作

　
　
　

一
口　

江
戸
時
代　

慈
照
寺
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

Ⅱ
期
展
示

５



二
章　

祝
い
の
調
度

　

人
生
の
節
目
に
訪
れ
る
特
別
な
ハ
レ
の
日
。

天
皇
の
御
即
位
や
婚
礼
な
ど
は
儀
礼
化
さ
れ
て
大
々
的
に
祝
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
天
皇
の
書
、
宸
翰
は
江
戸
時
代
の
相
国
寺
に
お
い
て
特
別
な
時
に

拝
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

6

8
江
戸
時
代
の
天
皇
の
即
位
礼

の
儀
式
を
描
い
た
屏
風
。

皇
位
を
継
承
し
た
こ
と
を
天

下
万
民
に
公
示
す
る
儀
式
で
、

紫
宸
殿
の
南
庭
の
様
子
が
描

か
れ
て
い
る
。

神
聖
な
儀
礼
空
間
で
は
あ
る

が
、
一
般
の
見
物
客
の
姿
も

描
き
込
ま
れ
て
い
る
。

円
山
応
挙
（
一
七
三
三
〜
九
五
）
が

三
十
三
才
頃
か
ら
三
年
か
け
て
明
和

五
（
一
七
六
八
）
年
に
完
成
さ
せ
た

作
品
。こ
の
絵
巻
の
構
想
は
近
江（
滋

賀
県
）
園
城
寺
の
円
満
院
門
跡
、
祐

常（
ゆ
う
じ
ょ
う
一
七
二
三
〜
七
三
）

法
親
王
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
た
。『
仁

王
経
法
』
の
経
典
内
に
描
か
れ
た

「
福
」
に
つ
い
て
、
現
実
の
事
柄
に

即
し
て
描
い
た
福
寿
巻
に
は
、
公
家

屋
敷
で
祝
宴
が
催
さ
れ
る
さ
ま
が
描

か
れ
る
。

江
戸
時
代
、
婚
姻
に
際
し
て
嫁
と
し

て
嫁
ぐ
武
家
の
息
女
が
嫁
ぎ
先
へ
持

参
し
た
嫁
入
り
道
具
。
亀
甲
花
菱
文

と
橘
文
が
同
じ
技
法
で
施
さ
れ
て
い

る
。
画
像
は
そ
の
一
部
、
櫛
台
と
そ

の
引
き
だ
し
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
た

道
具
で
あ
る
。

３

御
即
位
図
屏
風

　
　

六
曲
一
隻

　
　

江
戸
時
代

　
　

相
国
寺
蔵

７

七
難
七
福
図
巻 

円
山
応
挙
筆

　
　
　
　
　
　

重
要
文
化
財

　
　
　

三
巻
の
う
ち
福
寿
巻

　
　
　
　
　
　
　

江
戸
時
代

　
（
明
和
五
年
・
一
七
六
八
）

　
　
　
　
　
　
　

相
国
寺
蔵

亀
甲
花
菱
文
橘
蒔
絵
大
名
婚
礼
調
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
揃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
国
寺
蔵



三
章　

祈
り
の
美

　

仏
教
の
神
髄
を
今
に
伝
え
る
経
典
。

そ
の
文
字
は
装
飾
に
よ
り
輝
き
を
増
し
て
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

寺
院
空
間
を
構
成
す
る
様
々
な
も
の
た
ち
も
、
皇
室
を
は
じ
め
多

く
の
人
々
の
寄
進
し
た
も
の
で
す
。

　

祈
り
が
結
実
し
た
荘
厳
の
美
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

9

10

水
晶
の
軸
で
金
銀
砂
子
の
装
飾
経
。

後
水
尾
天
皇
は
、
相
国
寺
の
大
寶
塔
に
寶
篋
印
陀
羅

尼
経
を
奉
納
し
た
記
録
が
残
る
。

こ
の
大
寶
塔
は
後
水
尾
院
勅
営
で
明
暦
（
一
六
五
六
）

年
六
月
十
六
日
に
落
慶
供
養
さ
れ
、
寶
篋
印
陀
羅
尼

経
ほ
か
、
後
水
尾
院
の
落
飾
御
剃
髪
・
玉
歯
な
ど
が

内
納
さ
れ
た
。

４

　

後
水
尾
天
皇
宸
翰　

寶
筐
印
陀
羅
尼
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
要
美
術
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
国
寺
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

Ⅱ
期
展
示

文
字
絵
の
名
手
、加
藤
信
清
（
一
七
三
四
〜
一
八
一
〇
）

が
描
い
た
白
衣
観
音
像
。
輪
郭
線
が
法
華
経
の
普
門

品
第
二
十
五
、
観
音
経
の
経
文
の
文
字
に
よ
っ
て
描

か
れ
て
い
る
大
作
。 法

華
経
観
音
像　

加
藤
栄
三
信
清
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
国
寺
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

Ⅰ
期
展
示



【
開
催
期
間
】

【
開
催
時
間
】
10
時
〜
17
時
（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

【
休
館
日
】
会
期
中
無
休

Ⅰ
期　

2
0
1
9
年　

4
月
6
日
（
土
）
〜
6
月
23
日
（
日
）

Ⅱ
期　

2
0
1
9
年　

7
月
6
日
（
土
）
〜
9
月
16
日
（
月
・
祝
）

【
拝
観
料
】
一
般
8
0
0
円
（
65
歳
以
上
・
大
学
生
6
0
0
円　

中
高
生
3
0
0
円　

小
学
生
2
0
0
円
）

　
　
　
　

※

一
般
の
方
に
限
り
、
20
名
様
以
上
は
団
体
割
引
で
各
7
0
0
円

【
主
催
】
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館 　

日
本
経
済
新
聞
社

【
協
賛
】
一
般
財
団
法
人　

萬
年
会

【
協
力
】　

M
B
S

▼ 

J
R
京
都
駅
よ
り

　
京
都
市
営
地
下
鉄
今
出
川
駅
下
車
　

3
番
出
口
か
ら
徒
歩
8
分

▼
阪
急
電
車
烏
丸
駅
よ
り

　
京
都
市
営
地
下
鉄
今
出
川
駅
下
車
　

3
番
出
口
か
ら
徒
歩
8
分

▼
京
阪
電
車
出
町
柳
駅
3
番
出
口
よ
り

徒
歩
2
0
分
、ま
た
は
市
バス

　
市
バス
5
9・2
0
1・2
0
3 

号
系

統
同
志
社
前
下
車 

徒
歩
6
分

　
市
バス
1
0
2
号
系
統（
洛
バス
）烏
丸

今
出
川
下
車
　
徒
歩
8
分

【
詳
細
·
画
像
使
用
お
問
い
合
わ
せ
先
】

担
当
：
本
多
潤
子

T
E
L
:

0
7
5
（
2
4
1
）
0
4
2
3
　

F
A
X
:

0
7
5
（
2
1
2
）
3
5
8
5
　

E
m
ail:jo

te
n
-
in
fo
@
sh
o
k
o
k
u
-
ji.jp

相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
　
　SHOKOKUJI JOTENKAKU M

USEUM

〒
6
0
2
‐
0
8
9
8
　
京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
烏
丸
東
入
ル
　
　

TEL

　
0
7
5（
2
4
1
）0
4
2
3
　http://www.shokoku-ji.jp/

【
ア
ク
セ
ス
】

１
：
足
利
義
政　

百
首
和
歌　

一
巻　

室
町
時
代　

慈
照
寺
蔵（
部
分　

後
期
展
示
）

2
：
郭
子
儀
兒
孫
遊
嬉
図
屏
風　

六
曲
一
双　

江
戸
時
代　

相
国
寺
蔵

3
：
源
氏
物
語
図
屏
風　

狩
野
常
信
筆　

六
曲
一
双　

相
国
寺
蔵　
（
右
隻
）

4
：
源
氏
夕
顔
蒔
絵
手
箱　

一
口　

重
要
文
化
財　

室
町
時
代　

相
国
寺
蔵

5
：
色
絵
龍
田
川
透
か
し
鉢　

一
口　

尾
形
乾
山
造　

江
戸
時
代　

慈
照
寺
蔵

6
：
御
即
位
図
屏
風　

六
曲
一
双　

江
戸
時
代　

相
国
寺
蔵

7
：
七
難
七
福
図
巻　

円
山
応
挙
筆　

重
要
文
化
財　

三
巻
の
う
ち
福
寿
巻

　
　

江
戸
時
代
（
明
和
五
年
・
一
七
六
八
）　

相
国
寺
蔵

8
：
亀
甲
花
菱
文
橘
蒔
絵
大
名
婚
礼
調
度　

一
揃　

江
戸
時
代　

相
国
寺
蔵（
部
分
）

9
：
法
華
経
観
音
像　

加
藤
栄
三
信
清
筆　

一
幅　

江
戸
時
代　

相
国
寺
蔵

10
：
後
水
尾
天
皇
宸
翰　

寶
筺
印
陀
羅
尼
経　

重
要
美
術
品　

一
巻　

相
国
寺
蔵

【
作
品
ク
レ
ジ
ッ
ト
】

【
関
連
イ
ベ
ン
ト
】

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

１
４
：
０
０
〜　

担
当
：
本
多
潤
子

・
講
座　

１
４
：
０
０
〜

2
0
1
9
年　

6
月
1
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

9
月
7
日
（
土
）

2
0
1
9
年　

5
月
4
日
（
土
）

５

「
皇
室
と
相
国
寺
」
本
多
潤
子
（
当
館
学
芸
員
）
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